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立された Colonial Bankと Bank of British North Americaは，イギリス領の西インド諸島や南米
のガイアナ，そしてカナダに進出していた２）。また１８３５年から３７年には，オーストラリアで活
動するために，ロンドンには Bank of Australasiaと Union bank of Australiaが設立され，また













つ銀行は，外国支店を持つことができるようになったが，Citibank of New Yorkはすでに１８９７
年には外国部門を設立していた。Citibankは同法認可後，１９１４年にはブエノスアイレスに支店




























































た。アメリカの多くの国内銀行は，Bank of Americaや J. P. Morgan Chaseに買収されるな
ど，９０年代においては銀行の合併・買収が，すべての金融業の合併の６０％，金額割合では７０％
を占めたといわれている１１）。
Alfred Slagerは，１９９１年の国連の研究調査（UNTNC=United Nations Center on Transnational Corpo-
ration）に基づいて，国際的に活動する銀行のタイプをリーダー（leaders），チャレンジャー
（challengers），そしてフォロワー（followers）の３つのグループに分類している。リーダーは，貸
付シンジケートを組成する支配力を持った巨大銀行５行（Citicorp, Chase Manhattan, BankAmerika
Corp, JPMorgan, Manufacturers Hanover）である。チャレンジャーは，主として非アメリカ系銀行で
あり，リーダーグループとシンジケーションにおいて競争するセカンドクラスの銀行（Lloyds,
Bank of Montreal, Bank of Tokyo, Bankers Trust, Chemical Bank, Canadian Imperial Bank of Commerce,
Tronto Dominion Bank, Commerzbank, Bank of Nova Scotia, Long Term Credit Bank of Japan）である。フォ
ロワーグループは，非アメリカ系銀行１０行でチャレンジャーグループよりも規模は小さい銀行
（National Westminster, Deutsche Bank, Royal Bank of Canada, Westdeutsche Landesbank, Dresdner Bank, Bar-
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出所：Alfred Slager, The Internationalization of Banks ; Patterns, Strategies and Performance , Palgrave,２００６，p.７７.







































の巨大銀行のM&Aは，Adian O’Connorの調査によると，BankAmerika Corporationによる Se-
curity Pacific Corporationの買収（１９９１年）と NationBank Corporationとの合併（１９９８年），さら
には J. P. Morganと Chaseの合併（２００１年），それに Citicorpと保険会社 Travelersの合併（１９９８
年），そして Bank of Amerikaによる Fleet Bostonの買収（２００３年），J. P. Morgan Chaseによる
Bank Oneの買収（２００４年）であった１８）。
その中でも Citicorpと Travelers Groupの合併は，７００億ドルの巨額な合併であり，Citigroup
を形成した世界最大の総合銀行保険会社（bancainsurance company）と呼ばれる金融機関の創出で
あった。とくに被合併の Travelers Groupは，その子会社として，生命保険業では圧倒的な市場
















































































































出所：Allen N. Berger and David C. Smith, Global Integration in the Banking Industry, Federal Reserve Bulletin, November
２００３, p.４５７.














































bank，United Bank of Switzerland，J. P. Morgan Chase，HSBCおよび Goldman Sachsが３つの
センターで，Barclays Bankがロンドンと東京で，Morgan Stanleyがロンドンとニューヨーク
で」中心的な役割を果たしている２６）。とくにヨーロッパでは Deutsche Bankが，北米とラテン








しての最大銀行の順位は，① Citigroup，② Goldman Sachs，③ Deutsche Bank，④Morgan
Stanley，⑤ United Bank of Switzerland，⑥Merrill Lynch，⑦⑧ J. P. Morgan Chase，⑨ Crédit
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成が国際化戦略の契機になった。８７年にはドイツの消費者向け銀行 CC-bankと Visa Card Serv-
icesを買収し，８８年には Royal Bank of Scotlandと提携および９．８８％の資本参加（９４年）を行う
など，提携関係を深め，また９８年には Banco Español de Créditoを買収し，９０年にはさらに
Portuguese Banco & Comercio e Industriaを買収して，リージョナルバンクとしての拡大を図っ
ていった３３）。また Santanderは，Banco Central Hispanoamericanoとの合併により BSCHを形成
してからアメリカへの進出が本格化した。BSCHはヨーロッパとラテンアメリカで活動するが，
ヨーロッパでは Société Généraleと提携し，２０００年には「メキシコ銀行市場の３０％を支配する






























を香港からロンドンへ移転した。１９９０年代ではカナダにおいて HongKong Bank of Canada（８１





には，１１０億ユーロで Crédit Commercial de Franceを買収し１００万人の顧客を獲得し，アメリ
カではMerril Lynchと合弁事業会社（１０億ドル）を設立してパートナーシップを形成し新規顧客
の拡大を図った３８）。




際化を指向して Chase Manhattanが J. P. Morganを買収し，Bank of Americaがロンドンで投資
銀行業を展開したり，収益性増大と共に再び国際化戦略を強化しはじめた。ここでは Bank of
Americaと Lloyds TSBをとりあげる。
Bank of Americaは，１９８０年代には業績低迷から海外活動を縮小する。Bank America d’Italia
のリテール専門の支店が Deutsche Bankへ売却され，国内では消費者向け金融の FinanceAmer-
icaが Chryslerへ売却，そして投資信託業部門がWelles Fargoへ売却された３９）。また Bank of
Americaは，コスト削減と不良債権のリストラを断行しながら海外業務を縮小する。１９９６年に
は「カリフォルニアで１２０支店を閉鎖し３，７００人の人員削減」，「９９年にヨーロッパとアジアの









は国内での合併により行われた。１９９８年に Abbey Life Insuranceの買収によって保険事業
へ，９５年に Cheltenham and Gloucesterの買収により住宅抵当権ビジネスへ進出，そして９６年
に Trustee Savings Bank（TSB）の買収により貯蓄，保険事業へと業務の多角化を図った。また
９９年のイギリス第６位の保険会社 Scottish Windowsの買収は，２，５００支店を獲得して生命保険
と年金事業への進出を目的としたものであった４１）。
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Tier１資本の順位では，２００６年度は Citigroupに代わって Bank of Americaが第一位であっ
た。しかし株価時価総額では，２００７年６月１２日付では Bank of America（２，２０４億ドル）よりも
Citigroup（２，６１３億ドル）の方が高かった５０）。また自己資本を急増させたのは，中国の２つの銀行







平均は１．０８％であるが，第６位の三菱 UFJ FGは０．８１％，第１５位のみずほ FGは０．６７％，第
２２位の住友三井 FGは０．８３％とそれぞれ平均以下の低い水準である。国際金融競争で受け入れ




























業務項目 国内利益 海外利益 合 計
Grobal consumer １７７１ １０１６ ２６９１（１）
Market & Banking ９８４ １８４８ ２８３２
Grobal Welth Management ３３５ １７９ ５１４
Alternative/Investment ４５６ na ４５６
Corporate/Other －２７２ na －２７２
合 計 ３２７４ ３０４３ ６２２６
注：（１）は，「その他」の項目で Higher credit costが９，１００万ドルのマイナ
スになっている。
出所：http : //www.citigroup.comの資料から作成。
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